
                            議案第４８号  

 

 西宮市学校運営協議会の設置等に関する規則の一部を改正する規則制定の件 

 

 西宮市学校運営協議会の設置等に関する規則の一部を改正する規則を次のよ

うに制定する。 

 

  令和７年２月５日提出 

 

                       西宮市教育委員会 

教育長 藤 岡 謙 一  

 

                     西宮市教育委員会規則第 号  

 

西宮市学校運営協議会の設置等に関する規則の一部を改正する規則 

 

 西宮市学校運営協議会の設置等に関する規則（令和元年西宮市教育委員会規

則第６号）の一部を次のように改正する。 

第９条第２項中「により」を「に基づき」に改め、同項中第６号を第７号とし、

第５号を第６号とし、第４号の次に次の１号を加え、同条第３項中「校長」を「校

長及び教頭」に改める。 

（５） 対象学校の教頭 

第１１条を次のように改める。 

第１１条 委員の任期は、任命の日からその日の属する年度の翌年度の末日ま

でとする。ただし、教育委員会が特に必要と認める場合は、これを任命の日から

その日の属する年度の末日までとすることができる。 

２ 前項の規定にかかわらず、第９条第２項第４号及び第５号の委員の任期 

は、第４号の委員にあっては対象学校の校長としての在職期間とし、第５号の

委員にあっては対象学校の教頭としての在職期間とする。 

３ 委員は、再任することができる。 

４ 第９条第４項の規定により新たに任命された委員の任期は、前任者の残任

期間とする。 

第１８条第１項第３号中「校長」を「校長及び教頭」に改める。 
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付 則 

 この規則は、令和７年４月１日から施行する。 

 

 

（参考） 

 ○提案理由 

   学校運営協議会委員の任命及び解任を円滑に行うに当たり、所要の規定

の整備を行うため。 
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西宮市学校運営協議会の設置等に関する規則 新旧対照表 

改  正  案 現    行 

（略） 

（委員の任命） 

第９条 協議会の委員は２０名以内とする。ただし、教育委員会が必要と認めたときは、

この限りでない。 

２ 協議会の委員は、次に掲げる者のうちから、対象学校の校長の推薦に基づき教育委員

会が任命する。 

（１） 保護者 

（２） 地域住民 

（３） 社会教育法第９条の７第１項に規定する地域学校協働活動推進員その他の対象学

校の運営に資する活動を行う者 

（４） 対象学校の校長 

（５） 対象学校の教頭 

（６） 対象学校の教職員 

（７） その他教育委員会が適当と認める者 

３ 前項の規定のうち、対象学校の校長及び教頭がその職に着任したときは、委員に推薦

されたものとみなす。 

４ 委員の辞職等により欠員が生じた場合には、教育委員会は速やかに新たな委員を任命

するものとする。 

５ 委員は、地方公務員法（昭和２５年法律２６１号）第３条第３項に規定する特別職の

地方公務員の身分を有する。 

（略） 

（任期） 

第１１条 委員の任期は、任命の日からその日の属する年度の翌年度の末日までとする。

ただし、教育委員会が特に必要と認める場合は、これを任命の日からその日の属する年

度の末日までとすることができる。 

（略） 

（委員の任命） 

第９条 協議会の委員は２０名以内とする。ただし、教育委員会が必要と認めたときは、

この限りでない。 

２ 協議会の委員は、次に掲げる者のうちから、対象学校の校長の推薦により教育委員会

が任命する。 

（１） 保護者 

（２） 地域住民 

（３） 社会教育法第９条の７第１項に規定する地域学校協働活動推進員その他の対象学

校の運営に資する活動を行う者 

（４） 対象学校の校長 

新設 

（５） 対象学校の教職員 

（６） その他教育委員会が適当と認める者 

３ 前項の規定のうち、対象学校の校長がその職に着任したときは、委員に推薦されたも

のとみなす。 

４ 委員の辞職等により欠員が生じた場合には、教育委員会は速やかに新たな委員を任命

するものとする。 

５ 委員は、地方公務員法（昭和２５年法律２６１号）第３条第３項に規定する特別職の

地方公務員の身分を有する。 

（略） 

（任期） 

第１１条 委員の任期は、任命を受けた日からその日が属する年度の翌年度の末日まで

とする。ただし、再任を妨げない。 
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２ 前項の規定にかかわらず、第９条第２項第４号及び第５号の委員の任期は、第４号の

委員にあっては対象学校の校長としての在職期間とし、第５号の委員にあっては対象学

校の教頭としての在職期間とする。 

３ 委員は、再任することができる。 

４ 第９条第４項の規定により新たに任命された委員の任期は、前任者の残任期間とす

る。 

 

（略） 

 

（委員の解任） 

第１８条 教育委員会は、次のいずれかに該当する場合は、委員を解任することができ

る。 

（１） 本人から辞任の申出があった場合 

（２)  第１０条に反した場合 

（３)  対象学校の校長及び教頭が、転任又は退職した場合 

（４） その他解任に相当する事由があると認められる場合 

２ 対象学校の校長は、委員が前項各号（第３号を除く。）のいずれかに該当すると認め

るときは、直ちに教育委員会に報告しなければならない。 

３ 教育委員会は、委員を解任する場合は、その理由を示さなければならない。 

 

（略） 

２ 第９条第４項の規定により、新たに任命された委員の任期は、前任者の残任期間と

する。 

 

新設 

新設 

 

 

（略） 

 

（委員の解任） 

第１８条 教育委員会は、次のいずれかに該当する場合は、委員を解任することができ

る。 

 (１)  本人から辞任の申出があった場合 

 (２)  第１０条に反した場合 

 (３)  対象学校の校長が、転任又は退職した場合 

（４） その他解任に相当する事由があると認められる場合 

２ 対象学校の校長は、委員が前項各号（第３号を除く。）のいずれかに該当すると認め

るときは、直ちに教育委員会に報告しなければならない。 

３ 教育委員会は、委員を解任する場合は、その理由を示さなければならない。 

 

（略） 
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